
凡例＝問問い合わせ /　申し込み

自
然
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
に
も

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
し
ょ
う

そ
　
の
　
他

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

～
一
緒
に
「
広
報
と
ね
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

　
町
で
、
新
た
な
魅
力
を
「
広
報
と
ね
」
に
掲
載

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
広
報
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
将
来
レ
ポ
ー

タ
ー
を
目
指
し
て
い
る
方
な
ど
、
誠
意
を
も
っ
て

活
動
で
き
る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼�

対
象
者　

・
広
報
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
意
欲
的
に
取
り
組

　
む
こ
と
が
で
き
る
方

・
満
15
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、中
学
生
は
除
く
）

・
電
子
メ
ー
ル
に
て
原
稿
を
提
出
で
き
る
方

・
取
材
時
に
使
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の

　
基
本
操
作
が
で
き
る
方

▼�

募
集
人
数　
２
組
（
２
～
３
名
の
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
個
人
で
の
参
加
も
可
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
い
た
だ
き
、
郵
送
ま
た
は
直
接
申
し
込
み
先
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
提
出
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

▼�

そ
の
他　
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
は
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
支
給
し
ま
す
。

問
総
務
課　
秘
書
広
聴
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
１
４
）

募
　
集

取
手
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
殺
人
を
肯
定
す
る
教
義
に
よ
り
凶
悪
事
件
を
引

き
起
こ
し
た
「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
は
、
今
も
名
前

を
変
え
活
動
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
取
手
警
察
署　
☎
０
２
９
７
‐
77
‐
０
１
１
０
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凡例＝問問い合わせ /　申し込み

そ

　の

　他

　
家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
父
母

や
兄
弟
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
毎
月
1
回
「
家
族
を

支
え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
支
え
る
会
」

は
家
族
や
親
族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、
安
心

し
て
悩
み
を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞

け
る
場
で
す
。
時
に
は
専
門
家
を
講
師
に
迎
え
て

医
療
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
も
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　

　
5
月
10
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼�

場
所
　
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
　
大
会

議
室
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町
２
４
４
５
）

▼�

対
象
地
区
　
利
根
町
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・

河
内
町
・
つ
く
ば
市
・
そ
の
ほ
か

▼�

主
催
　
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か
た
つ

む
り
）

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か
た
つ

む
り
）
定
例
会

　
２
月
26
日
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城
支
部
よ
り
、

災
害
援
護
用
の
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

車
両
は
、
地
域
の
災
害
救
援
へ
の
対
応
や
、
被
災

者
へ
救
援
物
資
の
配
達
、
ま
た
赤
十
字
事
業
の
推

進
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

問
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
２
２
）

赤
十
字
救
援
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

　
私
有
地
か
ら
草
木
な
ど
が
道
路
や
歩
道
に
は
み

出
し
て
い
る
と
、
道
幅
が
狭
く
な
り
、
通
行
の
妨

げ
に
な
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
や
車
両
を
巻
き
込

む
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木
の
所

有
権
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
あ
る
た
め
、
町

で
伐
採
や
剪
定
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。（
民
法
２
３
３
条
）

　
私
有
地
か
ら
は
み
出
し
た
草
木
な
ど
が
原
因
で

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
所
有
者
の

道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木
な
ど
の

適
切
な
管
理
を

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長

　
竹
之
内
　
☎
０
９
０
‐
１
６
１
４
‐
２
３
７
１

方
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
民
法
７
１
７
条
）

　
み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、
汚
損
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
な
ど
の

物
件
を
た
い
積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
ま
た
は

交
通
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
行
為
を
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。（
道
路
法
４3
条
）

　
道
路
の
安
全
確
保
と
快
適
な
利
用
の
た
め
、
伐

採
や
剪
定
な
ど
を
行
い
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
建
設
課
　
管
理
用
地
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
２
２
）　

　『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、
介
護
者
同
士
が
集

ま
り
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

座
談
会
や
食
事
会
な
ど
を
通
し
て
情
報
交
換
を
行

い
、
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で

日
帰
り
旅
行
や
新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企

画
も
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
５
月
1４
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分

▼
場
所
　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　�

懇
談
会

▼
参
加
費
　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
イ
ベ
ン
ト
時
は
実
費
負
担
あ
り

問
利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
３
０
）　

介
護
者
の
つ
ど
い

　
県
内
の
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
を
さ
れ

た
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
自
己
負

担
金
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
の
お
振
り
込
み
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
振
込
予
定
日
　
４
月
2５
日
㈮

▼
償
還
対
象
診
療
月
　
11
月
～
1
月
診
療
分

▼
通
帳
記
帳
　「
マ
ル
フ
ク
ジ
コ
フ
タ
ン
」

▼
償
還
対
象

・�

外
来
自
己
負
担
金
　
妊
産
婦
、
小
児
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
（
全
員
）

・�

入
院
自
己
負
担
金
　
年
齢
が
０
歳
～
18
歳
の
方

※�

振
り
込
み
日
よ
り
前
に
、
お
届
け
さ
れ
て
い
る

振
込
口
座・名
義
な
ど
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

振
り
込
み
不
能
と
な
り
ま
す
。

※
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
　
医
療
年
金
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
６
）

外
来
・
入
院
自
己
負
担
金
振
込
予
定
日
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私たちにできることは
　学校や職場など、閉じられた人間関係の中では気付かないうちにハラスメントが発生していることがあります。
ハラスメントを防止するために大切なことは、何気ない言動が相手にとってのハラスメントになっていないか、
自分自身を見つめ直すことが必要です。一人ひとりの気づきが、人それぞれの違いを認め合い、お互いを尊重し
あえる社会の実現に繋がっていくのです。

令和 7年 5月（No.734）令和 7年 5月（No.734）

　
地
元
の
自
治
会
や
町
会
な
ど
の
加
入
に
つ
い
て

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
て
家
屋
が
倒
壊
し
、
生
き

埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合
、
家
族
の
力
だ
け

で
の
救
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
自
衛
隊
や
救
助
隊
な
ど

が
出
動
し
、
救
助
に
あ
た
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
は
、

　
「
自
助
」（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
）

　
「
共
助
」（
近
隣
・
地
域
に
よ
る
助
け
合
い
）

に
よ
っ
て
命
を
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
周
り
の

　
霞
ヶ
浦
・
北
浦
地
域
清
掃
大
作
戦
は
、
霞
ヶ
浦

に
流
入
す
る
河
川
地
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な

り
、
霞
ヶ
浦
の
浄
化
を
推
進
す
る
運
動
で
す
。

　
町
で
は
、
２
月
16
日
、
新
利
根
川
沿
い
の
８
地

区
2
9
5
名
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
が
、
環
境
美
化
の
た
め
活
動
し
て
い
る

中
、
心
無
い
方
に
よ
り
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が
点
在

し
て
い
る
状
況
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
の

環
境
美
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
お
一
人
お
一
人

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
３
２
）

第
１
０
3
回　
霞
ヶ
浦
・
北
浦
地
域

清
掃
大
作
戦
を
実
施

�

●�

農
作
業
に
と
も
な
う
道
路
の
泥
汚
れ
防
止
に
つ
い
て

　
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
、
田
畑
か
ら
公
道
に
で
る

前
に
は
、
必
ず
泥
や
土
を
落
と
し
て
か
ら
走
行
し

農
作
業
時
の
お
願
い

なくそう！○○ハラスメント！

「セクシャルハラスメント」
　職場において、性的な冗談やからかい、食事やデートへの執拗な誘い、身体への不
必要な接触など、労働者の意に反する性的な言動が行われ、それを労働者が拒否した
り抵抗することにより、仕事上の不利益を受けたり、就業環境が悪化することです。
男女雇用機会均等法において、セクハラ防止対策も強化されています。

「マタニティハラスメント」
　働く女性が妊娠や出産、育児を理由に、嫌がらせやいじめ、さらには不当な評価を
受けることです。
　マタニティハラスメントを規定する法律が「男女雇用機会均等法」と「育児介護休
業法」です。妊娠・出産や育児休業の申出・取得などに関する女性労働者が受けるハ
ラスメントに対して、その防止や就業環境の整備を規定する法律になります。

「パタニティハラスメント」
　働く男性が育児に関わることを理由に、嫌がらせやいじめをしたり、育休などの取
得を起因として、不当な扱いをする（配置転換・降格、昇進の機会を与えないなど）
ことです。パタニティハラスメントを規定する法律が「育児介護休業法」になります。

「アルコールハラスメント」
　アルコール飲料に関する嫌がらせ全般を指します。例えば、飲酒や一気飲みの強要、
意図的な酔いつぶし、飲めない人への配慮を欠くことなど、対人関係の問題や、酔っ
ぱらって暴言を吐いたり、暴力を振るったりする迷惑行為も含まれます。なお、職場
におけるアルハラは、パワハラにも該当することがあります。

ハラスメントはどんなものがあるの？
　現在、ハラスメントは、「パワーハラスメント」のように法令により定義されているものや、定義がはっきりし
ていないものも含めると種類は５０を超えるとも言われています。職場に限らず、普段の生活の中には、さまざま
な○○ハラスメントが潜んでいます。数多くのハラスメントの中からいくつか紹介します。

方
々
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
地
元
の

自
治
会
や
町
会
な
ど
へ
加
入
し
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
「
絆
」
を
深
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
利
根
町
に
転
入
さ
れ
、
ま
だ
自
治
会
や
町
会
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、
利
根
町
に
お
住
ま
い

で
自
治
会
や
町
会
な
ど
に
未
加
入
の
方
も
、
ぜ
ひ

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　
秘
書
広
聴
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
１
９
）

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
車
道
や
歩
道

に
落
ち
た
泥
の
か
た
ま
り
は
、
自
動
車
だ
け
で
な

く
、
歩
行
者
・
自
転
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
と
な

り
大
変
危
険
で
す
。
や
む
を
得
ず
、
道
路
に
泥
や

土
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
撤

去
・
清
掃
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

農
薬
散
布
時
に
お
け
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　
農
薬
は
、不
適
切
に
管
理・使
用
さ
れ
て
い
る
と
、

使
用
者
の
健
康
を
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の

住
民
の
方
や
、
生
活
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
学
校
、
公
園
、
住
宅
地
に
近
接

す
る
農
地
な
ど
に
お
い
て
農
薬
を
使
用
す
る
場
合

は
、
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底
と
、
周
辺
住
民
へ
の

事
前
周
知
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
風
や
風

の
弱
い
と
き
に
行
う
な
ど
、
農
作
業
時
の
お
願
い

近
隣
に
影
響
の
少
な
い
天
候
や
時
間
帯
を
選
び
、

飛
散
防
止
に
最
大
限
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
政
策
課　
農
業
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
３
１
）


